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〈
調
査
報
告
〉教

如
上
人
研
究
班
の
活
動
と
成
果

—

教
如
上
人
消
息
一
覧
の
概
要—

川　

端　

泰　

幸

一
、
教
如
上
人
研
究
班
の
活
動
成
果
に
つ
い
て

　

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
の
教
如
上
人
研
究
班
で
は
、
東
本
願
寺
を
創
立
し
た
東
本
願
寺
第
十
二
代
教
如
上
人
（
永
禄
元
年
〈
一
五
五
八
〉

〜
慶
長
十
九
年
〈
一
六
一
四
〉、
以
下
、
敬
称
を
略
し
、
教
如
と
表
記
す
る
）
に
関
わ
る
史
料
の
調
査
と
研
究
に
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
二
〇
一
六
年

度
の
三
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
研
究
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
二
〇
一
三
年
春
に
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
で
執
り
行
わ
れ
た
「
教
如
上
人
四
百
回
忌
法

要
」
と
、
そ
の
法
要
中
に
阿
弥
陀
堂
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
東
本
願
寺
創
立
の
上
人
『
教
如
上
人
展
』」
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
真
宗
史
は

も
と
よ
り
、
地
域
史
や
政
治
史
研
究
に
お
い
て
も
教
如
の
存
在
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
多
々
あ
っ
た
が
〔「
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
編
『
教

如
上
人
と
東
本
願
寺
創
立—

本
願
寺
の
東
西
分
派
』（
東
本
願
寺
出
版
部
、
二
〇
〇
四
年
）、
上
場
顕
雄
『
教
如
上
人—

そ
の
生
涯
と
事
績
（
東
本

願
寺
伝
道
ブ
ッ
ク
ス
）』（
東
本
願
寺
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）、
小
泉
義
博
『
本
願
寺
教
如
の
研
究
』
上
・
下
（
法
藏
館
、
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
七
年
）

な
ど
〕、
大
桑
斉
氏
の
研
究
〔「
大
桑
斉
「
教
如—

東
本
願
寺
の
分
立—

」（
真
継
伸
彦
編
『
浄
土
真
宗
』、〈
宗
派
別
〉
日
本
の
仏
教
４
、
小
学
館
、
一
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九
八
五
年
）〕
を
除
い
て
は
、
そ
の
理
念
や
思
想
、
そ
し
て
彼
が
め
ざ
し
た
教
団
（
東
本
願
寺
）
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
ま
で
踏
み

込
ん
だ
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
三
年
の
法
要
を
契
機
と
し
て
教
如
の
歩
み
に
あ
ら
た
め
て
関
心
が
高
ま

っ
た
こ
と
と
同
時
に
、
研
究
書
も
出
さ
れ
る
な
ど
〔
大
桑
斉
『
教
如
東
本
願
寺
へ
の
道
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
三
年
）、
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研

究
所
編
『
教
如
と
東
西
本
願
寺
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
三
年
）〕、
教
如
研
究
の
新
た
な
視
座
と
い
う
も
の
が
見
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

研
究
班
で
は
、
具
体
的
に
は
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
法
宝
物
類
に
つ
い
て
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
史
料
集
や
展
覧
会
図
録
類
、
寺
史
な
ど
か
ら

の
情
報
収
集
と
、
所
蔵
寺
院
に
赴
い
て
現
地
で
調
査
を
行
う
こ
と
の
二
つ
の
方
法
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
蓄
積
し
て
い
っ
た
。
特
に
収
集
の
対

象
と
し
た
の
は
、
①
教
如
が
諸
国
の
僧
俗
に
与
え
た
消
息
（
書
状
）、
②
本
尊
（
方
便
法
身
尊
像
）、
③
宗
祖
親
鸞
御
影
以
下
、
本
願
寺
歴
代
の

御
影
類
、
④
聖
徳
太
子
・
七
高
僧
御
影
、
⑤
教
如
自
身
を
描
い
た
寿
像
（
生
前
の
絵
像
）、
⑥
真
宗
聖
教
の
文
言
を
抜
き
書
き
し
て
掛
幅
に
し

た
も
の
、
⑦
開
板
聖
教
（
正
信
偈
・
三
帖
和
讃
、
御
文
な
ど
）、
⑧
言
行
を
伝
え
る
記
録
や
伝
記
類
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
研
究
を
進
め

る
な
か
で
、
教
如
と
の
縁
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
講
の
存
在
や
、
講
中
で
の
口
頭
伝
承
な
ど
も
重
要
な
研
究
対
象
と
な
る
こ
と
が
見
え
て
き
た

の
で
あ
る
。

　

寺
院
調
査
に
つ
い
て
は
、〔
二
〇
一
四
年
度
〕
浄
泉
寺
（
中
京
区
）、
光
徳
寺
（
大
津
市
）、〔
二
〇
一
五
年
度
〕
光
現
寺
（
長
浜
市
）、
春
日
谷

五
日
講
（
揖
斐
川
町
）、
徳
満
寺
（
長
浜
市
）〔
二
〇
一
六
年
度
〕
西
念
寺
（
山
科
区
）、
本
誓
寺
（
上
越
市
）、
光
照
寺
（
山
科
区
）、
萬
因
寺
（
山
科

区
）、
東
光
寺
（
下
京
区
）、
徳
正
寺
（
下
京
区
）、
妙
蓮
寺
（
福
山
市
）
な
ど
に
赴
い
て
実
施
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
史
料
を
三
年
間
に
わ
た
っ
て
収
集
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
活
動
終
了
時
点
に
お
い
て
前
記
①
〜
⑦
の
史

料
が
、
ゆ
う
に
一
、〇
〇
〇
点
を
超
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
特
に
消
息
を
と
お
し
て
見
え
て
く
る
特
徴
や
、
今
後
の
研

究
へ
の
展
開
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
い
た
い
。
そ
の
成
果
で
あ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
も
掲
載
し
た
い
が
、
紙
幅

の
都
合
上
、
全
文
を
載
せ
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
た
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
概
要
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
別
途
他
誌
に
お
い
て
公

開
す
る
こ
と
と
す
る
（『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
七
〇
集
、
二
〇
一
八
年
）。
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二
、
教
如
上
人
消
息
一
覧
の
概
要

　

こ
こ
で
は
、
教
如
上
人
研
究
班
が
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成
し
た
、
教
如
消
息
一
覧
に
つ
い
て
簡
単
に
そ
の
概
要
を
ま
と
め
て
お

き
た
い
。
後
掲
す
る
教
如
上
人
消
息
一
覧
は
、
教
如
上
人
研
究
班
が
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
う
ち
、
教
如
上
人
が
発
給
し
た
消
息
の
情
報
を
採

録
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
、
発
給
さ
れ
た
年
月
日
、
発
給
、
宛
所
、
分
類
、
所
蔵
者
、
分
類
、
出
典
の
順
番
で
情
報
を
と
っ
た
。
ち

な
み
に
班
の
作
業
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
（
西
暦
や
備
考
な
ど
）
も
収
集
し
て
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
今
回
は
最
低
限
の
情

報
の
み
と
し
た
。
つ
ま
り
教
如
が
ど
の
よ
う
な
署
名
を
し
、
花
押
を
す
え
て
、
誰
に
宛
て
た
手
紙
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
ど
う
い
っ
た
も
の

で
あ
る
の
か
と
い
う
分
類
と
、
誰
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
ど
の
史
料
集
な
ど
か
ら
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

教
如
上
人
研
究
班
で
は
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
に
あ
た
っ
て
、
い
く
つ
か
の
方
針
を
定
め
て
作
業
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
ま
ず
教
如
の

消
息
を
多
数
集
め
た
①
『
教
如
上
人
御
消
息
集
』、
②
『
補
遺
教
如
上
人
御
消
息
集
』、
③
『
補
遺
教
如
・
宣
如
両
上
人
御
消
息
集
』
の
三
つ

の
史
料
集
を
基
準
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
い
史
料
集
で
あ
り
、
翻
刻
の
誤
り
な
ど
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
あ
る
が
、
通
し
番
号
が

ふ
ら
れ
て
お
り
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
他
の
史
料
集
に
比
べ
て
も
、
最
も
多
く
の
消
息
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
方
針
を
と

っ
た
。
な
お
、
分
類
に
つ
い
て
も
①
〜
③
の
史
料
集
の
分
類
に
拠
っ
て
い
る
。
①
〜
③
で
は
、「
石
山
合
戦
」（
石
山
合
戦
に
か
か
わ
る
消
息
）、

「
伝
道
教
化
」、「
志
」（
懇
志
に
関
す
る
消
息
）、「
雑
」（
そ
れ
以
外
の
大
名
と
の
音
信
や
、
上
記
三
点
の
分
類
に
入
ら
な
い
も
の
）
と
い
う
四
つ
に
分

類
さ
れ
て
お
り
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
中
身
を
判
断
し
て
分
類
を
付
し
た
。

　

次
に
、
収
集
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
上
記
①
〜
③
の
史
料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
史
料
と
重
複
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
史
料
集
ご
と

に
登
場
す
る
教
如
消
息
は
デ
ー
タ
入
力
を
行
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
複
数
の
史
料
集
や
図
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
同
一
の
史
料
間
で
、
翻
刻

さ
れ
た
文
字
の
異
同
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。
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ま
た
本
稿
の
と
り
ま
と
め
作
業
の
段
階
ま
で
に
収
集
し
て
い
た
の
は
四
三
六
通
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
整
理
を
進
め
て
い
く
中
で
、

新
た
に
三
六
通
を
追
加
し
た
。
並
び
の
順
番
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
班
内
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
が
、
年
次
順
で
統
一
す
る
こ
と
と
し
、
年
を
欠

く
も
の
は
月
日
順
と
し
た
。
消
息
は
教
如
に
限
ら
ず
年
を
入
れ
な
い
の
が
通
常
で
あ
り
、
教
如
消
息
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
年
を
欠
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
全
く
年
が
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
内
容
や
閏
月
の
表
記
か
ら
明
ら
か
に
こ
の
年

と
わ
か
る
も
の
も
あ
る
。
多
く
の
史
料
集
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
教
如
上
人
研
究
班
で
も
推
定
で
き
る
年
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
宛
て
る
よ

う
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
覧
に
な
っ
た
際
、
非
常
に
利
便
性
の
悪
い
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
ま
た
、
当
然
そ
う
で
あ
る
と
思
わ
れ
て

い
る
も
の
が
、
実
は
前
後
一
〜
二
年
違
っ
て
い
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
今
回
は
明
ら
か
に
年
が
あ
る

も
の
の
み
を
ま
ず
優
先
し
て
年
月
日
順
に
並
べ
、
そ
の
次
に
年
が
な
い
も
の
を
月
日
順
に
並
べ
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
結
果
的

に
は
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
、
利
便
性
の
高
い
一
覧
表
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

〔
教
如
上
人
消
息
一
覧
の
一
部
〕

番
号

年　

月　

日

差　
　

出

宛　
　

所

所　

蔵　

者

分　

類

出　
　

典

１

天
正
４
年
４
月
11
日

釈
教
如
（
花
押
）
西
光
坊
願
照

行
雲
寺
（
名
古
屋
市
）

石
山
合
戦
『
教
如
上
人
御
消
息
集
』
０
０
１

２

天
正
４
年
５
月
３
日

光
寿
（
花
押
）

大
津
教
信
〈
江
〉

長
寿
寺
（
大
津
市
）

石
山
合
戦
『
教
如
上
人
御
消
息
集
』
０
０
２

３

天
正
４
年
５
月
13
日

教
如
（
花
押
）

実
存
〈
江
〉

蓮
香
寺
（
橋
本
市
）

雑

『
補
遺
教
如
上
人
御
消
息
集
』
２
０
４

４

天
正
６
年
10
月
29
日

顕
如
（
花
押
）／

教
如
（
花
押
）

─

光
山
寺
（
萩
市
）

石
山
合
戦
『
教
如
上
人
御
消
息
集
』
０
０
３

５

天
正
８
年
閏
３
月
７
日

教
如

─

長
安
寺
（
草
津
市
）

石
山
合
戦
『
教
如
上
人
御
消
息
集
』
０
１
８

６

天
正
８
年
５
月
４
日

教
如
（
花
押
）

加
州
能
美
郡
山
上
郷
宮

竹
村
法
専
坊
門
徒
／
和

佐
谷
村
外
十
九
ヶ
村
／

五
日
講
中

正
林
寺
（
能
美
市
）

伝
道
教
化
『
一
向
一
揆
と
加
賀
門
徒
』
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７

天
正
８
年
７
月
23
日

教
如
（
花
押
）

慈
敬
寺
殿

慈
敬
寺
（
高
島
市
）

石
山
合
戦
『
教
如
上
人
御
消
息
集
』
０
４
２

８

天
正
８
年
11
月
28
日

教
如
（
花
押
）

─

河
野
西
入
坊
（
各
務
原
市
）
石
山
合
戦
『
教
如
上
人
御
消
息
集
』
０
５
２

三
、
教
如
上
人
消
息
一
覧
の
可
能
性

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
時
点
に
お
い
て
最
も
多
く
教
如
の
消
息
を
網
羅
し
た
一
覧
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
が
完
成
し
た
。
こ
れ
を
ど
う

活
用
す
る
か
は
研
究
者
や
読
み
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
現
時
点
で
い
え
る
こ
と
は
、
こ
の
一
覧
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
決

し
て
東
本
願
寺
と
い
う
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
転
換
期
に
生
み
出
さ
れ
た
一
つ
の
「
教
団
」
の
歴
史
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
別
の
表
現
を
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
「
教
団
」
と
は
決
し
て
現
代
的
な
意
味
に
お
け
る
「
宗
教
的
ヴ
ェ
ー
ル
」
に
覆
わ
れ
た
一

般
社
会
か
ら
は
距
離
の
あ
る
集
団
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
浄
土
真
宗
の
浸
透
・
展
開
・
影
響
な
ど
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
様
々

な
見
方
が
あ
っ
て
よ
い
が
、
こ
の
一
覧
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
中
世
社
会
を
終
焉
に
導
き
近
世
と
い
う
新
た
な
時
代
を
形
成
せ
し
め
た
非

常
に
大
き
な
集
団
（
共
同
体
）
と
し
て
の
浄
土
真
宗
、
あ
る
い
は
本
願
寺
「
教
団
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

織
田
・
豊
臣
・
徳
川
と
い
う
近
世
社
会
を
形
成
し
て
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
統
一
権
力
」
は
、
何
を
き
っ
か
け
と
し
て
「
近
世
的
」
な
秩
序

を
め
ざ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
ま
な
ざ
し
で
一
覧
を
見
る
と
、
彼
ら
を
近
世
へ
と
向
か
わ
し
め
た
原
点
は
、
浄
土
真
宗
・

本
願
寺
・
一
向
一
揆
と
い
う
存
在
に
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
下
剋
上
と
い
う
ア
ナ
ー
キ
ー
な
現
状
を
打
破
し
て
成
立
し

た
の
が
織
田
・
豊
臣
、
そ
し
て
徳
川
幕
府
権
力
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
ア
ナ
ー
キ
ー
な
現
状
の
中
で
、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀

吉
・
徳
川
家
康
と
い
っ
た
、「
武
」
と
い
う
圧
力
を
民
衆
の
心
底
に
ま
で
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
「
国
家
」「
国
」
を
創
出
し
よ
う
と
し
た
、

い
わ
ゆ
る
「
戦
国
大
名
」
に
対
し
て
、
ア
ン
チ
を
提
示
し
え
た
最
大
の
集
団
が
浄
土
真
宗
・
本
願
寺
・
一
向
一
揆
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
は
机
上
の
空
論
で
は
な
く
、
例
え
ば
徳
川
家
康
の
伯
母
（
家
康
の
実
母
で
あ
る
於
大
の
姉
で
、
家
康
重
臣
の
水
野
忠
政
の
娘
）
に
あ
た
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る
石
川
妙
春
尼
に
宛
て
た
教
如
消
息
な
ど
は
、「
東
照
大
権
現
」
と
い
う
諸
宗
教
を
超
越
す
る
「
神
」
に
な
ろ
う
と
ま
で
し
た
家
康
の
伯
母
へ

の
手
紙
と
い
う
意
味
で
非
常
に
重
要
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
若
か
り
し
日
の
家
康
を
最
も
苦
し
め
た
最
大
の
事
件
が
、
鉄
の
結
束
を
誇

る
三
河
松
平
の
家
臣
団
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
一
つ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
世
俗
の
主
従
制
（
家
康—

家
臣
の
関
係
）
を
守
る

者
と
、
そ
う
で
は
な
く
信
仰
を
選
ん
で
家
康
に
刃
を
向
け
る
者
と
に
わ
か
れ
て
争
っ
た
三
河
一
向
一
揆
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
家
康
は
長
ら
く
三
河
国
に
お
い
て
真
宗
禁
制
策
を
と
り
、
三
河
の
僧
侶
・
門
徒
は
故
郷
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い

う
。
と
こ
ろ
が
、
三
河
を
代
表
す
る
大
坊
の
一
つ
で
あ
る
本
證
寺
（
安
城
市
）
の
有
力
門
徒
石
川
家
成
の
妻
と
な
っ
て
い
た
石
川
妙
春
尼
は
、

そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
も
真
宗
信
仰
を
持
ち
続
け
、
家
康
に
対
し
て
と
り
な
し
を
願
い
続
け
、
真
宗
門
徒
の
三
河
復
帰
を
実
現
し
た
の
で

あ
る
。

　

家
康
は
、
父
亡
き
後
、
自
身
が
人
質
に
な
っ
て
か
ら
も
三
河
岡
崎
の
松
平
家
を
支
え
続
け
た
家
臣
団
が
反
旗
を
翻
し
た
と
い
う
こ
と
を
ど

う
受
け
止
め
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
成
果
次
第
で
あ
る
と
思
う
が
、
本
報
告
の
筆
者
と
し
て
は
浄

土
真
宗
と
り
わ
け
本
願
寺
教
団
に
対
す
る
強
烈
な
警
戒
心
を
、
家
康
に
植
え
つ
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
後
掲
す
る

教
如
上
人
消
息
一
覧
か
ら
は
見
え
て
く
る
。
今
後
、
こ
の
一
覧
を
活
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
成
果
が
世
に
問
わ
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。
す

で
に
筆
者
も
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
織
田
・
豊
臣
・
徳
川
の
武
士
団
（
封
建
的
武
士
団
）
は
、
た
ん
に
本
願
寺
・
一
向
一
揆
と

泥
沼
化
す
る
戦
闘
を
繰
り
広
げ
た
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
織
田
・
豊
臣
・
徳
川
と
い
う
「
三
英
傑
」
に

仕
え
る
「
封
建
的
武
士
団
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
阿
弥
陀
如
来
・
善
知
識
の
も
と
に
平
等
で
あ
る
と
い
う
相
反
す
る
信
念
を
抱
い
た
「
職
能
」

と
し
て
武
士
身
分
に
所
属
し
て
い
た
人
び
と
の
苦
悩
が
後
掲
教
如
上
人
消
息
一
覧
か
ら
は
感
じ
と
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
そ
れ
ら

一
つ
ひ
と
つ
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
け
ば
、
宗
教
史
・
真
宗
史
・
政
治
史
・
経
済
史
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
領
域
に
お
い
て
、
見
方
の
転

換
を
う
な
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し

て
お
き
た
い
。


